
老朽化した水道施設や水道管の更新、
新たな施設を建設するための財布で
す。
　 【収入】借入金（企業債）　など
　 【支出】 建設改良費（工事請負費や委

託料など）、企業債償還金

水を売った収入、その水を作るために
必要な経費など、経営状況を知るため
の財布です。
　 【収入】水道料金　など　
　 【支出】 維持管理費（動力費や人件費

など）、減価償却費　など

・収益的収支の利益や実際にはお金の支出がない減価償却費を補てん財源として積み立てます。
・資本的収支の不足額は、積み立てた利益や減価償却費などから補てんします。
・水道事業の会計も将来必要となる水道施設の整備や更新に備えながら、利益を積み立ててい

くという経営を行っています。

　水道事業は、「地方公営企業」として独立しています。経費は水道料金でまかなう必要があるため、基
本的には「税金」を投入することは相応しくありません。これを「独立採算制の原則」といいます。
　また、料金負担の公平性を保つために、使う量や水道メーターの口径に応じて、料金を負担してもらっ
ています。
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水道事業は１つの「企業」

水道事業は２つの財布と１つの金庫

◆ ２つの財布

◆ １つの金庫
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水道事業

10月号では、水道事業の令和７年度決算についてお知らせします。予 告

独立採算制の原則
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～第１回 暮らしを支える水道事業の紹介～～第１回 暮らしを支える水道事業の紹介～
安全安全でで安心安心なな水道水道をを未来未来へへつなぐつなぐ

【【問合せ】水道課　☎７７４・３１４１問合せ】水道課　☎７７４・３１４１

　令和５年９月の水道料金改定から３年が経過しました。人口減少が進む中で、安心で安全な水道を未来
へつなぐために、令和10年度以降の水道料金について検討を開始する予定です。持続可能な水道事業の
あり方について、令和７年度に改定した「水道事業経営戦略」の概要を中心に、水道事業の現状と課題を
特集で連載します。

南
魚
沼
市
の
水
道
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つ
い
て

南魚沼市の水道水ができるまで

◆ さまざまな水質検査

◆ 機械による連続監視

　南魚沼市の水道水は、一部の配水区域
を除き、三国川ダムから放流された表流
水を取水して、畔地浄水場で作られてい
ます。
　畔地浄水場は、市民のみなさんに安
全でおいしい水道水をいつでも使って
いただけるように、24時間、
365日休むことなく働き続け
ています。

　蛇口をひねれば、いつでも安全で安心な水を使うことができます。水道水は家庭をはじめ、社会
のあらゆる場所で使用され、私たちの生活と社会を支えています。
　水道事業は、みなさんの生活に必要不可欠な水道水を浄水場で「つくり」・配水池へ「送り」・家
庭や学校に「届け」ています。
　安全・安心な水をいつでも安定して供給するという、この「当たり前」をこれからも実現してい
くため、日々の業務に取り組んでいます。

・毎日の検査：色、濁り、臭い、味、消毒の効果（残留塩素）
　※市内の41か所で実施
・定期的な検査：水質基準項目ごとに定められた期間で実施
　※水質検査結果は、市ウェブサイト（QR）で公表しています　

・市内の各配水池で水位や配水量、残留塩素濃度などを常に測定し、畔地浄水場で 24時間、
365日連続で監視しています。異常が感知された際は、ただちに職員が現地へ向かい、昼夜
を問わず対応にあたっています。

特 集特 集

１「当たり前」をこれからも

水質検査結果
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